
                  

十
一
月
二
十
二
日(

日)

に
「
第
四

回
南
陽
こ
ど
も
芸
術
祭
」
が
南
陽
市

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

こ
ど
も
芸
術
祭
は
、
芸
術
文
化
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
子
ど
も
達
の

発
表
の
場
で
も
あ
り
、
今
年
も
「
夕

鶴
っ
子
の
会
」
が
出
演
し
ま
し
た
。 

「
夕
鶴
っ
子
の
会
」
は
、
夕
鶴
の
里

で
開
設
し
て
い
る
、
語
り
部
養
成
講

座
の
ほ
か
、
漆
山
、
中
川
の
両
小
学

校
の
四
～
六
年
生
を
対
象
に
し
た
出

前
に
よ
る
語
り
部
養
成
講
座
の
参
加

者
の
う
ち
、
特
に
関
心
を
持
ち
、
も
っ

と
民
話
を
学
び
、
上
手
に
な
り
た
い

と
い
う
意
欲
の
あ
る
子
ど
も
を
対
象

に
結
成
し
、
民
話
会
ゆ
う
づ
る
の
語

り
部
の
指
導
の
も
と
、
こ
ど
も
芸
術

祭
を
は
じ
め
、
学
校
行
事
や
、
地
域

の
文
化
行
事
な
ど
で
民
話
を
披
露 

  

 

            

 し
て
お
り
ま
す
。 

 

出
演
し
た
五
人
の
子
ど
も
達
は
、

新
し
い
文
化
会
館
の
大
ホ
ー
ル
で
、

緊
張
し
た
様
子
も
な
く
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ

イ
ト
を
あ
び
、
堂
々
と
し
た
語
り
を

披
露
し
て
お
り
ま
し
た
。 

出
演
者
と
題
目
は
次
の
通
り
で

す
。 

 土
屋 

咲
月
さ
ん(

中
川
小
学
校
四
年) 

「
び
っ
き
石
」 

尾
形 

航
平
く
ん(

漆
山
小
学
校
六
年) 

「
舌
切
り
雀
」 

遠
藤 

優
綺
さ
ん(

宮
内
小
学
校
五
年) 

「
和
尚
と
小
僧
」 

井
上 

華
那
さ
ん(

中
川
小
学
校
四
年) 

 

「
お
ぶ
さ
ろ
の
化
け
物
」 

加
藤 

姫
奈
さ
ん(

漆
山
小
学
校
六
年) 

 

「
白
竜
湖
の
琴
の
音
」 

 

                                
今
年
か
ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

「
語
り
の
口
演
を
聴
き
、
楽
し
む
こ

と
を
通
し
て
、
地
区
の
伝
承
文
化
を

学
び
、
表
現
力
の
向
上
を
図
る
」
こ
と

を
目
的
に
、
民
話
会
ゆ
う
づ
る
の
語

り
部
さ
ん
が
小
学
校
に
出
向
き
、
学

年
ご
と
に
朝
学
習
の
時
間(
十
五
分

程
度)

語
り
の
口
演
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。 

 

漆
山
小
学
校
で
は
、
毎
年
行
っ
て
お

り
、
今
年
も
、
七
月
三
日(

金)

、
九

月
十
八
日(

金)

、
十
一
月
二
十
日

(

金)

の
三
回
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
今
年
か
ら
は
、
宮
内
小
学

校
か
ら
も
要
請
が
あ
り
、
六
月
十
六

日(

火)

と
、
十
一
月
二
十
七
日(

金)

の
二
回
、
出
前
口
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

短
い
時
間
で
し
た
が
、
児
童
は
、
語

り
部
さ
ん
の
民
話
に
想
像
力
を
膨
ら

ま
せ
、
目
を
輝
か
せ
て
聴
い
て
い
ま
し

た
。 

                          

 



  
  

    

十
一
月
十
四
日(

土)

、
平
成
二

十
七
年
度
、
東
北
文
教
大
学
民
話

研
究
セ
ン
タ
ー
の
公
開
講
座
が
『
山

形
の
民
話
伝
承
活
動
“
こ
れ
ま
で
”
と

“
こ
れ
か
ら
”
』
を
テ
ー
マ
に
、
東
北
文

教
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
県
内
の
語
り
の
会
の
他
、

民
話
関
係
者
が
集
い
、
予
想
を
は
る

か
に
超
え
る
七
十
余
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

最
初
に
、
『
伝
承
活
動
の
始
ま
り
・

語
り
の
会
協
議
会
の
設
立
の
こ
ろ
』
と

題
し
て
新
庄
雪
の
里
情
報
館
名
誉

館
長
・
新
庄
民
話
の
会
顧
問
の
大
友

義

助

氏

に
よ
る
講

演

が
あ
り
ま
し

た
。 民

話
は
、
戦
後
、
多
く
の
国
民
の

精
神
の
土
台
で
あ
っ
た
。
精
神
の
最

高
の
古
謡
で
あ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。 

県
内
の
動
向
と
し
て
は
、
昭
和
三

十
年
～
五
十
年
頃
採
話
、
民
話
集

の
発
行
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
時
期
だ

っ
た
そ
う
で
す
。 

夕
鶴
の
里
の
特
別
研
究
員
で
あ
り

ま
し
た
、
故
武
田
正
先
生
も
そ
の
お

一
人
で
、
置
賜
を
中
心
に
民
話
の
聞

き
と
り
と
記
録
を
し
、
夕
鶴
の
里
に

も
大
変
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

平
成
五
年
に
、
「
夕
鶴
の
里
」
が
開

館
し
た
事
は
画
期
的
で
、
翌
年
の
平

成
六
年
に
、
第
二
回
全
国
の
語
り
の

会
が
、
夕
鶴
の
里
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

大
友
義
助
氏
は
、
結
び
に
「
民
話

は
先
祖
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
あ
り
、

二
十
一
世
紀
は
語
り
の
時
代
、
老
人

に
は
生
甲
斐
を
、
子
ど
も
に
は
心
の

た
く
ま
し
く
さ(

教
え
る
こ
と
だ
け
で
、

育
て
る
こ
と
が
お
ろ
そ
か
。
真
面
目
す

ぎ
る
子
ど
も
達
が
多
い
。
も
っ
と
し
な

や
か
に
、
そ
し
て
た
く
ま
し
く)

を
、
民

話
の
中
で
育
て
ら
れ
る
と
強
く
主
張

し
て
お
り
ま
し
た
。 

次
に
、
民
話
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の

佐
藤
晃
氏
よ
り
、
県
内
の
語
り
の
会

の
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

山
形
県
内
に
は
、
三
十
団
体
以

上
の
語
り
の
会
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

会
員
数
は
十
五
人
前
後
が
多
く
、

年
齢
構
成
は
、
六
、
七
十
代
が
も
っ

と
も
多
い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

月
一
回
程
度
の
例
会
を
開
催
し
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
、
語
り
の
練
習
、

情
報
交
換
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
保

育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
老
人
施

設
へ
出
向
い
て
語
っ
て
い
る
団
体
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。 

 

ど
の
団
体
も
、
地
域
に
伝
わ
っ
て
い

る
民
話
を
保
存
、
伝
承
し
て
い
こ
う

と
い
う
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
一

方
で
、
後
継
者
の
育
成
に
も
悩
ん
で

い
る
よ
う
で
し
た
。 

そ
の
後
、
意
見
交
換
が
あ
り
、
最

後
に
、
新
庄
民
話
の
会
の
渡
部
豊
子

さ
ん
に
よ
る
「
口
演
・
山
形
の
民
話
語

り
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

・
舌
切
り
雀 

・
姥
捨
て
山 

・
若
返
り
の
水 

・
ば
か
娘 

～
と
ん
び
す
か
ん
こ
ね
え
け
ど
～ 

で
終
了
し
ま
し
た
。 

                                 

    

    

         

   

 
    来

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い 

致
し
ま
す
。 

良
い
お
正
月
を 

お
迎
え
下
さ
い
。 

１２月２８日（月）休館日  

     ２９日（火） 

  

H28.１月  ３日（日） 

      ４日（月）休館日  

～ 

東
北
文
教
大
学 

民
話
研
究
セ
ン
タ
ー 

 

～昔のあそび～  

「おはぎを作って食べよう」 

日時：１月２３日 (土 )１０時～  

参加料：１人２００円  

 

来てね～♪ 

     

 


